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日
本
大
正
村
で
は
、
音
楽
を

通
じ
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。昨
年
に
続
き「
大

正
百
年
ふ
る
さ
と
う
た
の
日

カ
ー
ニ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
と
し
３
月
に
ふ
る
さ
と
を

テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲
を
全
国
か

ら
募
集
。
こ
の
日
、
最
優
秀
賞

の
発
表
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
６
日
㈰
午
後
１

時
―
５
時

□
と
こ
ろ　

明
智
か
え
で
ホ
ー

ル□
料
金　

▽
前
売
り
券
＝
大
人

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０

０
円　

▽
当
日
券
＝
大
人
１
０

０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
０
０

円□
入
場
券
の
販
売　

明
智
か
え

で
ホ
ー
ル
や
恵
南
商
工
会
明
智

本
所
、
日
本
大
正
村
役
場
他
で

販
売
中

　
　

㈶
日
本
大
正
村
志
５
４
―

３
９
４
４

□
と
き　

１１
月
１２
日
㈯
午
前
１０

時
―
午
後
３
時 

□
と
こ
ろ　

武
並
コ
ミ
セ
ン

□
内
容　

飯
地
町
の
伝
統
料
理

の
い
も
ご
ね
も
ち
と
、
布
ぞ
う

り
作
り

□
定
員　

３０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
）

□
申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス

か
電
話
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

定
年
塾
え
な
（
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
内
）
志
２
６
―

２
１
１
１
（
内
線
６
３
７
）、
思

２
５
―
８
２
０
８

　

三
好
学
生
誕
１
５
０
年
を
記

念
し
て
「
残
し
た
い
岩
村
町
歴

史
的
風
土
の
四
季
」
が
テ
ー
マ

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
作
品　

風
景
や
建
物
、
町
並

み
、
動
植
物
、
行
事
、
祭
事
な

ど
の
写
真

□
写
真　

２
Ｌ
―
四
つ
切
、
Ａ

４
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
、

銀
塩
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
、
カ

ラ
ー
白
黒
は
問
わ
な
い

□
対
象　

ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
。

□
賞　

▽
特
選
＝
３
万
円
（
１

点
）
　

▽
準
特
選
＝
２
万
円

（
２
点
）
　

▽
春
夏
秋
冬
賞
＝

１
万
円
（
各
１
点
）
　

▽
入
選
＝

５
０
０
０
円
（
１０
点
）
　

▽
佳
作

＝
３
０
０
０
円
（
１０
点
）

□
発
表　

平
成
２４
年
３
月
に
、

新
聞
や
市
観
光
協
会
岩
村
支
部

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp
://w

w
w

.

iw
.v

rtc.n
et/~fu

rea
i-y

a
k
a
ta

/

k
an

k
o
u
/

）
に
掲
載
し
ま
す
。

□
展
示
場　

江
戸
城
下
町
の
館

「
勝
川
家
」
か
、
い
わ
む
ら
美
術

の
館
「
柴
田
家
」

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
題
名
⑤
撮
影
日

⑥
連
絡
先
―
を
作
品
の
裏
面
に

記
入
の
上
、
１
人
５
点
ま
で
郵

送
か
持
参
す
る
。

□
締
め
切
り　

平
成
２４
年
２
月

２９
日
㈬

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
４
０

３
恵
那
市
岩
村
町
２
６
３
番
地

２
㈳
市
観
光
協
会
岩
村
支
部

（
町
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）

志
４
３
―
３
２
３
１

□
と
き　

１１
月
１
日
、
８
日
、

１５
日
、
２９
日
㈫
午
前
９
時
半
―

１１
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

１０
月
８
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で（
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

１０
月
２４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
）。

※
テ
キ
ス
ト
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
に

合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
。
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

こ
の
た
び
、
伝
統
の
技
な
ど
を
体

験
で
き
る
施
設
の
岩
村
上か

ん

町ま
ち

ま
ち
な

か
交
流
館
が
開
館
す
る
よ
う
で
す

が
、
施
設
の
活
用
方
法
の
一
つ
と
し

て
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

伝
統
の
技
を
次
世
代
へ
継
承
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
高
齢
者
も
生

き
が
い
に
趣
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
絵
画
や
写
真
、
手
芸
な
ど
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
展
示
し
た
り
、

販
売
し
た
り
す
る
場
所
を
設
置
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。
以
前
あ
っ
た
、

ま
ち
か
ど
美
術
館
の
よ
う
な
場
所
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

（
熊
谷
さ
ん
・
岩
村
町
）

　

岩
村
町
本
町
二
丁
目
の

旧
中
村
ふ
と
ん
店
が
、
岩
村

上
町
ま
ち
な
か
交
流
館
と
し
て
、
１０

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
、
岩
村
町
で
継
承
さ
れ
て

き
た
竹
細
工
や
木
工
、
わ
ら
細
工
な

ど
の
技
を
、
職
人
の
町
で
あ
っ
た
上

町
で
次
世
代
へ
伝
え
よ
う
と
、
ま
た

岩
村
町
を
活
力
に
満
ち
た
町
に
す
る

た
め
、
地
域
住
民
の
交
流
の
拠
点
と

し
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

絵
画
や
写
真
な
ど
の
展
示
も
で
き

ま
す
が
、
原
則
、
有
料
で
部
屋
を
借

り
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
施

設
管
理
者
と
相
談
く
だ
さ
い
。

　

１
階
は
、
会
合
や
集
会
、
体
験
教

室
、
展
示
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
す
る
方
た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
利
用
時
間
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
（
月
曜
日
と
年
末

年
始
は
休
館
日
）。
１
時
間
あ
た
り

１
０
０
円
の
利
用
料
が
必
要
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
城
下
町
ホ
ッ
ト
い

わ
む
ら
（
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
志

４
３
―
４
６
２
２
）
が
、
施
設
を
管

理
し
ま
す
。

（
岩
村
振
興
事
務
所
）

佐
藤
一
斎
特
別
展

　

言
志
祭
に
合
わ
せ
て
、
佐
藤

一
斎
に
関
す
る
書
籍
や
び
ょ
う

ぶ
、
掛
軸
な
ど
を
展
示
す
る
特

別
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
間　

１０
月
１２
日
㈬
―
１１
月

２７
日
㈰

□
と
こ
ろ　

岩
村
歴
史
資
料
館

□
料
金　

▽
一
般
＝
３
０
０
円

▽
シ
ル
バ
ー（
６５
歳
以
上
）＝
２

０
０
円　

▽
高
校
生
以
下
＝
無

料佐
藤
一
斎
ま
つ
り

　

佐
藤
一
斎
の
業
績
を
顕
彰

し
、そ
の
教
え
を
学
ぶ
た
め
に
、

顕
彰
祭
と
記
念
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
２２
日
㈯

□
顕
彰
祭　

▽
時
間
＝
午
前
１０

時
―
１１
時　

▽
と
こ
ろ
＝
岩
村

歴
史
資
料
館
前
（
雨
天
の
場
合

は
岩
村
コ
ミ
セ
ン
）

□
記
念
講
演
会　

▽
時
間
＝
午

後
１
時
半
―
３
時　

▽
と
こ
ろ

＝
岩
村
コ
ミ
セ
ン　

▽
講
師
＝

神
渡
良
平
氏（
作
家
）　

▽
演
題

＝
佐
藤
一
斎
が
今
に
問
い
か
け

る
も
の

□
料
金　

無
料

　
　

佐
藤
一
斎
顕
彰
会
（
鈴
木

隆
一
）
志
０
９
０
―
８
１
３
５

―
２
４
２
１
、
岩
村
歴
史
資
料

館
志
４
３
―
３
０
５
７

　

登
り
窯が

ま

フ
ェ
ア
で
は
、
地
元

の
特
産
品
販
売
や
、
陶
土
を

使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

１０
月
１４
日
㈮
か
ら
１６
日
㈰
に

か
け
て
は
、
秋
の
登
り
窯
焼

し
ょ
う

成せ

い

を
行
い
ま
す
。
窯
た
き
体
験

な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
１６
日
㈰
午
前
１０

時
半

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ

ン
タ
ー

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

山
岡
志
５
６
―
３
９
２
１

　

レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動
報
告
会
と
、
桐き

り

井い

雅ま
さ

康や
す

氏
（
土
岐
市
立
泉
中
学
校
長
）

を
迎
え
「
今
大
人
が
子
ど
も
に

残
せ
る
も
の
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
の
後
は
、
手
作
り
の

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大

塚
賢
太
郎
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン

ン
サ
ー
ト
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

□
と
き　

１０
月
２３
日
㈰
午
後
１

時□
と
こ
ろ　

山
岡
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー

□
料
金　

１
０
０
円（
協
力
金
）

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

山
岡
志
５
６
―
３
９
２
１

　

大
正
百
年
祭
の
一
環
で
、
初

宮
参
り
や
七
五
三
、
成
人
式
、

結
婚
式
な
ど
の
行
事
に
着
る
衣

装
や
、
十

じ
ゅ
う

二に

単
ひ
と
え

の
着
付
け
を
行

い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
続
く
着
物
文
化

を
、
あ
な
た
も
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
無
料
着
付
け
コ
ー

ナ
ー
や
茶
席
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１０
月
３０
日
㈰
午
後
１

時
（
午
後
０
時
半
開
場
）

□
と
き　

明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
料
金　

無
料

　
　

㈶
日
本
大
正
村
志
５
４
―

３
９
４
４

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲昔ながらの通り庭（左）とかまど（右）
が残る岩村上町まちなか交流館

▲明智町出身のシンガーソング
ライター橋本みずきさんも参加

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲佐藤一斎直筆のびょうぶ

▲登り窯フェアでは陶器の販売や
地元有志のバザーも行う

第
４
回
定
年
塾
え
な
の

参
加
者
を
募
集

山
岡
町
で
登
り
窯
フ
ェ
ア

を
開
催

第
１５
回
記
念
言
志
祭

大
正
百
年
祭
き
も
の
歳

時
記
・
着
付
け
シ
ョ
ー

レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
報
告
会
と
講
演
会

１１
月
期
は
じ
め
て
の
パ

ソ
コ
ン
講
習
会

三
好
学
生
誕
１
５
０
年

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
募
集

岩
村
上
町
ま
ち
な
か
交

流
館
に
展
示
場
所
を

問

問

問問

大
正
村
の
ふ
る
さ
と
う
た

の
日
カ
ー
ニ
バ
ル

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問


